
美濃市以安寺山植栽樹種の選定
～福島市花見山公園をモデルに～

小野寺翔 岐阜県立森林文化アカデミー 森と木のエンニジア科林産業コース 2年

花見山公園(福島市)の概要

花の生産のための個人農家の山を一般開放
歴史

昭和10年：農家の阿部家さんが、
花卉栽培業をスタート。

昭和34年：花見山公園と命名し、無料で一般開放。

面積 ５ha  (以安寺山とほぼ同じ)

来場者数 ２０～３０万人/年

花見山公園前園主 阿部一郎さん
「花はどんな災害にあっても、毎年春ともなれば美しい花を咲かせ、私たちの心を
癒してくれる。そう教えてくれる花に負けずに、人生社会に立ち上がって頂きたい」

花見山の現地調査(2018年4月)

前園主 阿部一郎さん

ボランティアガイド「花案内人」

植栽樹種と開花時期

住民によるガイド
・入園無料。利益目的の営業を一切行なっていない。
・花見山の歴史や、阿部家のおもてなしの想いに加えて、
阿部家の想いに賛同して協力している地域の良さを
伝えている。

現地視察

背景
２０１７年度、美濃市×森林文化アカデミー連携事業で、美濃市の中心にある以安寺山を“市民の憩いの場”とするための整備案を検討。
→ 福島県福島市の“花見山公園”をモデルとするプランが住民投票で決定した。

花見山公園（福島県福島市）

「美濃花見山(仮)」以安寺山の将来イメージ（当初のプラン内容）

春の将来イメージ図 (樹種は福島市花見山を参考とした)
協力:クリエーター科坂田さん他

冬の将来イメージ図 (樹種は福島市花見山を参考とした)
協力:クリエーター科坂田さん他

研究の内容 ・シーズンを通して花を楽しめるような、他樹種の植栽樹種のまとめの作成
・完成後の公園が地域に果たす役割や、山づくりの過程で住民と以安寺山を結ぶ方法の検討

調査の方法 ・図鑑による植栽樹種の調査
・福島市花見山公園の現地見学、園主阿部さんへの聞き取り調査

モモ・サクラを中心に多品種を栽培。年中を通して花が楽しめる。

過去に散策路も整備されたが、現状として利用者数は少ない。

以安寺山(美濃市)の現況

以安寺山の現地視察(2017年5月)

2017年冬にアカデミー学生が植生調査に
関わり、以安寺山の植生情報等、
現況の図化を行なった。
過去に散策路も整備されたが、
現状として利用者は少ない。

面積 約５ha  

標高 １２０m

以安寺山の周辺環境

美濃市には花や紅葉などを観光資源としている既存のスポットが存在する。

小倉山公園 大矢田もみじ谷 うだつのあがる町並み
特徴
桜の花見スポットとして既に確立。
１,０００本の桜。小倉山城跡からは
美濃市一帯が見渡せる。見頃は４月。

樹種
・ソメイヨシノ
・ヤマザクラ

特徴
３,０００本のヤマモミジ。
秋の紅葉の名所。見頃は１１月下旬～
１２月上旬。

樹種
・イロハモミジ

特徴
美濃市の重要伝統的建造物群保存地区。
１０月にはあかりアート。
旅館もあり、旧松久邸も
宿泊・観光施設として改修中。
以安寺山が徒歩圏内。

過去に散策路も整備されたが、現状として利用

以安寺山の植栽樹種の選定

周辺に既存の観光地や景観を考慮
→ 美濃市内に既存の観光スポットとの差別化・調和
→ 既存のスポットと競争させない

自生種の採用
美濃地域の平野部(暖温帯)に自生・生育可能な樹種から、
花や実、紅葉の鑑賞を楽しめる樹種を検討する。

代表的な植栽樹種(候補)

ヤブツバキ サザンカ ハナノキ シデコブシ ユキヤナギ

サツキ コバノミツバツツジ ヤマザクラ ヒトツバタゴ ウツギ

ノリウツギ カナメモチ クロガネモチサンゴジュ ウメモドキ

ナワシログミ イロハモミジ ウリカエデ

岐阜県特有の絶滅危惧種や、
美濃市の木であるカエデ系の樹種な
ど.. 1年を通して花・実・紅葉が
楽しめる樹種をリストアップ

(協力：柳沢先生)

樹種別の開花時期

地域と山を結ぶために

植樹、草刈りなどの作業に地域の人を巻き込む
→ 多少の苦労や流した汗も思い出となり、
それが山に来たい理由ともなる。

観光客のガイドを市民が行なう
→花の案内や公園の成り立ちを、
有志の市民ボランティアが伝える。

成⾧後、剪定した花枝を地域の施設に届ける
→ 無料で地域の病院や保育施設等に
剪定した四季の花の枝を届ける。

花見山園主阿部さんの聞き取り調査(2018年4月) 市民によるボランティアガイド(福島市)

以安寺山（岐阜県美濃市）

樹種 / 月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
ヤブツバキ
サザンカ
ハナノキ
シデコブシ
ユキヤナギ
コバノミツバツツジ
ヤマザクラ
ヒトツバタゴ
サツキ
ウツギ
ノリウツギ
カナメモチ
サンゴジュ
クロガネモチ
ウメモドキ
ナワシログミ
イロハモミジ
ウリカエデ

ピンク系の花 白系の花 実もの 紅葉

美濃市以安寺山　樹種別開花時期



美濃市以安寺山植栽樹種の選定
～福島市花見山公園をモデルに～

小野寺翔 岐阜県立森林文化アカデミー 森と木のエンニジア科林産業コース 2年

現地視察

導入

２０１７年度美濃市×アカデミー連携事業 「以安寺山将来像策定プロジェクト」

22017年度コロキウムの授業内で、美濃市の中心にある
以安寺山を“市民の憩いの場” とするための整備案を
全学生で検討。学内で案を絞り、市民投票を行った。

以安寺山の現地視察(2017年.5月)

「行きたいねぇ～!! 美濃花見山」プランが市民投票により選出。

2017年10月、En科1年チーム(小野寺,宮本,望月,藁科)の
福島県福島市の “花見山公園”をモデルとする、
「行きたいねぇ～!!美濃花見山」プランが住民投票で
決定した。

学内選考で選ばれた５案のチームが、
美濃市役所でプレゼンを行った。(2017年7月)

福島県福島市花見山公園

美濃花見山（仮）

・誰もが「行きたいねぇ～!!」と思えるような山の要素
- “足湯” ”景色“, ”花“

・持続的に賑わう山を目指す
-「お花見」をメインとして、シーズンにはたくさん
花見客で賑わう想定。

・人と地域を結べる山
- 福島県福島市の花見山公園をモデルとして、美濃と東北地方と
距離は遠いものの、山をきっかけに地域を結べる可能性を考える。

「美濃花見山(仮)」以安寺山の将来イメージ

参考…たくさんの人で賑わう福島市の花見山公園

当初のプラン内容

表彰式(2017年10月)

研究のゴール ・シーズンを通して花を楽しめるような、他樹種の植栽樹種のまとめを作る。
・完成後の公園が地域に果たす役割や、山づくりの過程で住民と以安寺山を
結ぶ方法を検討する。

調査の方法 ・図鑑による植栽樹種の調査
・福島市花見山公園の現地見学、園主阿部さんへの聞き取り調査

授業としては以安寺山の将来イメージを発表し、住民投票にてプランが決定したところで終了。
今後、市が中心となって整備案が検討され、以安寺山の整備が行われていく。その上で施業計画の参考となればと思い、
この研究の機会を利用して具体的な植栽樹種の選定を行うこととした。
また、この調査研究では当初提案した学生のプランの実現性を再検討しつつ、完成後の公園が地域に果たせる役割や、
⾧期の山づくりの課程の中で、山と人を繋ぐ方法にも触れることとした。

花見山公園(福島市)の概要

花の生産のための農家の山を一般開放！！

「花見山公園」福島県福島市渡利地区
花の生産のための農家の山を一般開放。

歴史

昭和10年：農家の阿部家さんが、
花卉栽培業をスタート。

昭和34年：花見山公園と命名し、無料で一般開放。

面積 ５ha  (以安寺山とほぼ同じ)

来場者数 20～30 万人/年

花が持つ、人を癒す力
震災と花見山公園

東日本大震災からまもなく８年…
「福島」のイメージは？？

原発

放射能放射能

未だにマイナスの
イメージ？？？

南相馬市(2016年.2月)

福島市花見山公園

花見山公園前園主 阿部一郎さん
「花はどんな災害にあっても、毎年春ともなれば美しい花を咲かせ、私たちの心を癒してくれる。
そう教えてくれる花に負けずに、人生社会に立ち上がって頂きたい」

春の花見山 花見山の現地調査(2018.4月)

前園主 阿部一郎さん

樹種別の開花時期代表的な植栽樹種

園主のおもてなしの心と花見山の歴史を伝えるボランティアガイド「花案内人」

以安寺山(美濃市)の現況

以安寺山の現地視察(2017年5月)

2017年冬にCr科石垣さん等のアカデミー学生が植生調査に関わり、
以安寺山の植生情報等現況の図化を行なった。

過去に散策路も整備されたが、現状として利用者数は少ない。

以安寺山の周辺環境

美濃市には、花や紅葉などを観光資源としている既存のスポットが存在する。
各スポットの特徴や過去の観光客数をまとめた。

現況図

・小倉山公園 特徴
桜の花見スポットとして既に確立。
１,０００本の桜。小倉山城跡からは
美濃市一帯が見渡せる。見頃は４月。

樹種
・ソメイヨシノ
・ヤマザクラ

観光客数(H21年度)
153,974人/年
※うだつの上がる町並みの観光客数も含む
美濃市総合計画より…

・大矢田もみじ谷 特徴
３,０００本のヤマモミジ。
秋の紅葉の名所。見頃は１１月下旬～
１２月上旬。

樹種
・イロハモミジ

観光客数(H21年度)
76,605人/年
美濃市総合計画より…

・うだつの上がる町並み 特徴
美濃市の重要伝統的建造物群保存地区。
１０月にはあかりアート。
旅館もあり、旧松久邸も
宿泊・観光施設として改修中。
以安寺山が徒歩圏内。

観光客数(H21年度)
153,974人/年
美濃市総合計画より…
※小倉山公園の観光客数も含む

植栽樹種と開花時期 植栽樹種と開花時期

ナワシログミ

ヤブツバキ サザンカ ハナノキ シデコブシ ユキヤナギ

コバノミツバツツジ ヤマザクラ ヒトツバタゴサツキ ウツギ

ノリウツギ カナメモチ サンゴジュ クロガネモチ ウメモドキ

イロハモミジ ウリカエデ

代表的な植栽樹種(候補)

樹種 / 月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
ヤブツバキ
サザンカ
ハナノキ
シデコブシ
ユキヤナギ
コバノミツバツツジ
ヤマザクラ
ヒトツバタゴ
サツキ
ウツギ
ノリウツギ
カナメモチ
サンゴジュ
クロガネモチ
ウメモドキ
ナワシログミ
イロハモミジ
ウリカエデ

ピンク系の花 白系の花 紅葉

美濃市以安寺山　樹種別開花時期

以安寺山の植栽樹種の選定

周辺環境の考慮

小倉山公園
（約1,000本の桜)

大矢田
もみじ谷

(約3,000本の紅葉）

うだつのあがる町並み
（歴史的景観）

周辺に既存の観光地や景観を考慮
→ 美濃市内に既存の観光スポットとの差別化・調和
→ 既存のスポットと競争させない

以安寺山
・ オールシーズンで花見を楽しめる様々な樹種を検討。
・ 市の町づくり政策として“歴史的景観の保全と創出”を重視。(基本計画 No.64)

・ 以安寺山近隣に“うだつの町並み”が位置。
→ 植栽樹種としては「美濃市らしさ」を大事にしたい。

自生種の採用

Casbee建築環境総合性能評価システム
「地球環境への配慮」の項で、自生種の採用の有効性について記載。

美濃地域の平野部(暖温帯)に自生・生育可能な樹種から、
花や実、紅葉の鑑賞を楽しめる樹種を検討する。

樹種別の開花時期

理由ともなる。

成⾧後、剪定した花枝を地域の施設に届ける
→無料で地域の病院や保育施設等に
剪定した四季の花の枝を届ける。

地域の住民が行なうガイド
→山(公園)の歴史や、当初からの変遷を伝える
地域住民によるボランティアガイド。花見山の「花案内人」

地域と山を結ぶ

植樹、草刈りなどの作業に地域の人を巻き込む
→ 多少の苦労や流した汗も思い出となり、それが山に来たい理由ともなる。

観光客のガイドを市民が行なう
→花の案内や公園の成り立ちを、有志の市民ボランティアが伝える。

成⾧後、剪定した花枝を地域の施設に届ける
→ 無料で地域の病院や保育施設等に 剪定した四季の花の枝を届ける。

地域の気候・風土に適した樹種を採用
計画地が含まれる地域の気候・風土に適した樹種を採用することは、地域の生態系にもなじみ、地域に育まれてき
た自然景観を継承する安定した緑化とすることができる。また、樹種を配慮するだけでなく、樹木・草本の調達先
にも配慮することが望ましい。
通常、庭造りに使われる樹木や下草は、施主の好みにより選ばれることが多いが、それらの中には外国から移入さ
れた種や、国内産であっても遠距離から運ばれるものも含まれ、地域の生態系に影響を与える場合があると指摘さ
れている。そこで、植栽樹種・草本種を選択する場合には、地域の生態環境を保全するために、できるだけ地域の
自生種（あるいは郷土種・地域性系統種）を採用するよう配慮することが望ましい。 (日本緑地工学会が提唱)

花見山園主阿部さんの聞き取り調査(2018.4月)花案内人の心得

住民によるガイド
花見山公園では入園料を取らず、利益目
的の営業を一切行なっていない。
「花を見ていやな気持ちになる人はいな
い。人の心に癒しを与える花、観るもの
によって様々な影響を与える花を、たく
さんの方に観てもらいたい。」
花見山の歴史や、阿部家のおもてなしの
想いに加えて、阿部家の想いに賛同して
協力している地域のすばらしさを伝えて
いる。

エンジニア科・クリエーター科合同のミーティングと発表 (2017年.5~7月)

手書きの将来イメージを図に反映。

春の将来イメージ図(樹種は福島市花見山を参考とした)
協力:クリエーター科坂田さん等

春の将来イメージ図(樹種は福島市花見山を参考とした)
協力:クリエーター科坂田さん等

(協力:クリエーター科坂田さん等)

岐阜県特有の絶滅危惧種や、
美濃市の木であるカエデ系の樹種
など.. 1年を通して花・実・紅葉が
楽しめる樹種をリストアップ

(協力：柳沢先生)


